
 

第４回 地区別懇談会【大柿地区】 

⽇時：令和3年11⽉20⽇（土）13:00～ 

場所：大柿地区公民館 

 

次 第 

 

１．開会挨拶 

２．11⽉６⽇治水対策（遊水地）及び復興まちづくりに関する説明会の振り返り【資料１】 

３．地区の復興まちづくりに向けた資料の説明 

（１）治水対策（遊水地）を踏まえた復興まちづくりの方向案について【資料２・３】 

①復興まちづくりの方向案 

②住まいの再建及び農地の復旧パターンと方向性 

４．地区ごとの話し合い 

（１）復興まちづくりの方向案について 

（２）住まいの再建及び農地の復旧に関する意向について 

５．全体共有 

６．その他 

７．閉会挨拶 

 

【資料】 

・資料１：治水対策（遊水地）及び復興まちづくりに関する説明会資料 

・資料２：復興まちづくり計画案（治水対策を踏まえた案） 

・資料３：住まいと農地の再建パターン 

・参考資料１：遊水地や防災集団移転についての事例資料 

・参考資料２：補償のあらまし 

 



Ａ

Ｂ

【大柿地区】地質調査結果

※地盤高と地下水との差分を色別で示しています。

色づけ範囲は地質調査結果をもとに、地盤高と地下水との差分を
示したものであり、遊水地の範囲を示したものではありません。

Ａ Ｂ【断面図】
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令和３年１１月６日 流域治水（遊水地）説明会資料



遊水地
（掘込式、買収方式）

農地等

■大柿地区の土地利用フレームを踏まえた遊水地配置（案）（一例）
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相良町
災害公営住宅等

に入居

下原田にある仮設団地を公営住宅化し入居

下原田町の空き地等に宅地整備し、自己再建
（防災集団移転等）

■大柿地区・中神地区の復興まちづくりに伴う住まいの再建および農地の代替地確保のイメージ

遊水地
（掘込式、買収方式）

農地等

遊水地
（掘込式、買収方式）

農地等

現地再建（宅地）

※宅地、農地、遊水地の範囲は、決まったものではなく、あくまでイメージです

※今後の協議状況等によって変更となる可能性があります。
3



今後のスケジュール（案） 【R3.11.6時点】

○地質調査の結果、遊水地（案）・まちづくり（案）の提示

※今後の協議状況等によってスケジュールがかわる可能性があります。

【今回】令和３年１１月６日 遊水地に関する説明会

遊水地計画とまちづくりの形を含めた
復興まちづくり計画の策定（令和３年度中）

○遊水地（案）・まちづくり（案）を踏まえた議論

①令和３年１１月中旬 復興まちづくり計画地区別懇談会

○地区別懇談会等の意見を踏まえた計画（案）の提示

②令和３年１２月 遊水地に関する説明会

○②の説明会を踏まえた議論

③令和４年 １月 復興まちづくり計画地区別懇談会

④適宜懇談会等を実施
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令和３年１１月２０日地区別懇談会 （大柿地区）

意見集約のキーワード 地区の主な課題 取組み方針 具体の取組み（案）

①被災者のくらし再建と

コミュニティの再生

【住まい再建】

【コミュニティ再生】

□住まいの再建における安全性の向上
・現住地で再建を考えているが、治水対策、遊水地がはっきりしないと決めきれない。
・遊水地の測量以前に移転先を確保してほしい。
・遊水地を設けると、集落はバラバラになってしまうのではないか。
・大柿地区のほとんどの住民が65歳以上。被災してすぐなら移転の考えもあったが、
月日が経つと生まれ育った場所から愛着が湧き、離れがたい。

□コミュニティの再生、公民館の再生
・コミュニティの中心となる公民館を再生してほしい。

・住民の精神的拠り所である毘沙門堂や、観音堂の早期復旧の支援をお願いしたい。

・大柿地区では、地元コミュニティの有志による道路の草刈りを行っている。県道に

ついても、県による草刈りは行われているが、十分ではないため、地元が追加で作

業を行っているのが現状である。県の方で援助してもらえないか。

・「えんがわ事業」実施により、コミュニティのまとまりがある。

□住まいの再建における安全性の向上
・現地での住まいの修復や再建など、早急な生

活再建を図るとともに、治水対策の状況も踏

まえ、嵩上げや集団移転など安全性の向上を

図る。

・極力、現状のまま、復旧した農地に近い場所

に再建を図る。

□コミュニティの再生、公民館の再生
・地区住民の愛着がある公民館の早期復旧・再

生（リフォーム）を進める。

・農産物、川の幸を活かした地域内外の交流の

活性化を図る。

□安全性を高める住まいの再建方法の誘導
・建物１階のピロティ化、浸水深以上の居室の確

保。

・建物構造の耐水化。

・宅地の盛土・嵩上げ。（工場に隣接している住

環境が良いとは思えない）

・防災集団移転 等。（スピード感のある再建の

方針を示してほしい）

・移転宅地に農機具置き場、作業場がいるため最

低でも１宅地300坪は必要。

②力強い地域経済の再生

【生業再建】

□農地復旧・農業の継続
・堆積土砂の撤去、農地復旧がいつになるか未定。幹線排水路（農業排水）が手つか

ずの状態。生活排水も早急に復旧してほしい。

・遊水地になっても農業は継続したい人もいると思う。

・移転候補地として示されているが、農家の宅地規模は300坪以上が必要となる。

・大柿の生業である農業を今後も続けて大事にしていきたい。

・「大柿営農センター」を立ち上げ、営農組合で行ってきた。農地が減ると痛手。

□農地復旧・農業の継続
・治水対策の状況を踏まえつつ、農地の復旧、

優良農地の維持、営農形態の見直し等による

農業の継続を図る。

・地域農業の再生に向けた6次化推進

□農地復旧・農業の継続
・農地等災害復旧事業。
・優良農地の代替地の確保。
・営農形態の見直し（集落営農、営農法人等）。
・農の魅力の創出や発信に向けた取組の検討
（農産物直売、加工品開発、農との交流の場の
創出)など

③災害に負けないまちづ

くり

【避難対策】

□避難ルートの改良
・市道中神鹿目線を拡幅してほしい。

・県道人吉水俣線の幅員拡幅（4mでなく既存道と同一幅員）整備と沖鶴橋までの延伸。

・沖鶴橋の復旧。

□緊急避難場所・避難所の整備
・高台に緊急避難場所・避難所を作れないか。

・公民館に避難しても、テレビもなく情報を入手する手段が無かった。

・公民館が被災して畳からフローリングになったため、寝る時が辛い。

□安全な避難方法の確立
・防災無線も復旧していない。

□安全な避難路の整備
・高台や避難所への安全な避難路の整備を進める。

・県道人吉水俣線の早期復旧。（２年前から県

道にガードレール設置を要望している）

□避難所の見直し・機能拡充
・指定避難所・自主避難所の見直し、コロナに対応

した避難所の分散化、避難所の機能強化を図る。

・高台に緊急避難場所・避難所を整備する。

□自助共助の避難体制の構築
・避難情報の確実な伝達を行った上で、町内で

の共助により要支援者の避難行動を支援する

仕組みや体制づくりを進める。

□安全な避難路の整備
・高台への避難路の整備・拡幅、沿道の急傾斜地対策。

□避難所の見直し・機能拡充
・指定避難所・自主避難所の見直し、高台への緊

急避難場所・避難所の整備。

□防災情報の伝達機能強化
・各世帯への戸別受信機の配布。

□地域特性を踏まえた地区防災計画、
マイ・タイムラインの作成

・地区の災害リスクを踏まえた地区防災計画の作成。

・避難のタイミングを判断する地域独自の「きっ

かけ」の検討。

・サポーターの仕組みの構築や避難訓練の実施。

【治水・土砂災害対策】

【復興まちづくり】

□遊水地
・遊水地に係る詳細な情報提供・説明が必要。遊水地なしの復興計画が望ましい。

□治水対策
・浸水想定マップをみると大柿で安全に暮らすことはできないと感じている。

・洪水時、瀬戸石ダムにより、急激な水位の上昇が懸念されるが、撤去はできないか。

・以前、引き堤案が国から示されていたが、その案で進めていくことはできないか。

・堤防の高さを上げることで対応はできないのか。

・治山無くして治水はあり得ない。土砂崩れが心配。
・今回の水害の一要因は、山の伐採の仕方。昔は山にもっと保水力があった。今は、
少し雨が降っても川の水が濁る。国・県・市有林が一斉に伐採時期を迎えている。

・昔は間伐をしていたが、今は林道を作った箇所が水の流れる道になり土砂が流れる。

□遊水地に関する情報提供
・河川管理者（国）からの遊水地の整備内容等

についての情報提供を踏まえ、住まいの再建

や農業の継続のあり方を検討する。

□治水対策、流域治水、本川・支川の水
位の低下
・上流から下流、集水域から氾濫域までの治水

対策を総合的に取り組む。

・瀬戸石ダムを早く放水し水量を下げる。

□山の保水力・治山
・山の保水力の向上

□遊水地に関する情報提供
・河川管理者（国）からの遊水地や流域治水に関する説明。

・遊水地整備に関する住民・地権者の意向把握。

・他地区で実際に行われた遊水地事業の事例説明。

□流域治水プロジェクトによる本川・支川
の水位の低下

・流水型ダム整備、市房ダム再開発、田んぼダム、
河道掘削、遊水地整備等。

・瀬戸石ダムの運用の検討。
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大柿地区 復興まちづくりの計画（地区別懇談会案） 【方針・取組み】 資料２



工場

避難場所・
避難所整備

Ａ’

Ａ

令和３年１１月２０日地区別懇談会（大柿地区）

避難路整備（拡幅）

大柿地区 復興まちづくり計画（地区別懇談会案）【地区整備方針】

凡例
河川整備方針の確認

避難路（現況）

避難路整備

避難場所、避難所

下流側（一勝地など）の掘削

沖鶴橋の復旧

県道人吉水俣線の拡幅・整備

樋門の改修

温泉の再生（掘削）

大柿観音堂の修復

毘沙門堂の修復

遊水地
（掘込式、買収方式）

農地等

河道掘削
（平水位以上）

避難路整備

▽計画高水位

▽平水位
河道掘削

（平水位以上）

農地等

Ａ（下流側） Ａ’（上流側）

周囲堤

越流堤

断面イメージ図

遊水地

集会所修復
集会所内の食品加工場の復旧、
農産物の加工販売、付加価値化、
縁側事業（フリーマーケット）等

下原田にある仮設団地を公営住宅化し入居

下原田町の空き地等に宅地整備し、自己再建
（防災集団移転）

相良町災害公営住宅等に入居

市道中神鹿目線

国道219号



E案：その他
（民間賃貸等）

• 現在の住まいから
離れ、移転するこ
とになる

流域治水
（遊水地）

農地住まい

計画区域内
(掘り込み)

掘り込み＋
地役権

計画区域外 現位置再建
農地復旧
（現地）

農
地
移
転

農地復旧
（現地）

移転

現地再建

農地復旧
（現地）

農地移転

住まい再建及び農地利活用のパターンと流域治水（遊水地）との整理表（案）

農地移転

地役権方式

移
転

農地復旧
（現地）

営農なし
（農地売却含）

営農なし
（農地売却含）

営農なし

営農なし
（農地売却含）

営農なし

長 所 短 所

• 現在の場所で住
み続けながら営
農を継続できる

• 洪水時に住まいや
農地に被害が出る
可能性がある

• より安全な場所
に住むことがで
きる

• 現在の場所で住
み続けられる

• 現在の場所で住
み続けながら、
平常時は営農を
継続できる

• より安全な場所
に住むことがで
きる

• 現在の住まい
から離れるこ
とになる

• 現在の住まいから
離れ、移転するこ
とになる

• 洪水時に住まいや
農地に被害が出る
可能性がある

• 現在の場所で住
み続けられる

• 生活と営農の場
所が離れたり、
今までと違った
場所で営農する
必要がある

• 現在の場所で営
農を継続できる

• 別の場所で営農す
る必要がある

• 別の場所で営農
する必要がある

• 平常時は現在の
場所で営農を継
続できる

• より安全な場所
に住むことがで
きる

• より安全な場所
に住み営農する
ことができる

令和3年11月20日時点（大柿地区）

A案：仮設住宅利活用

B案：災害公営住宅

C案：移転用宅地

D案：大柿地内
（遊水地外）

移
転

A案：仮設住宅利活用

B案：災害公営住宅

C案：移転用宅地

D案：大柿地内
（遊水地外）

大柿地内
（遊水地外）

地域外

農地の所有者の権利移動（農地法に基づく）

• 現在の場所で住
み続けられる

• 現在の場所で住
み続けられる

資料３

※着色部分は11月6日流域治水（遊水地）説明会での配置案を踏まえたパターン

E案：その他
（民間賃貸等）



【参考事例】 小倉遊水地（熊本県阿蘇市）

※出典：阿蘇市広報誌

小倉遊水地（熊本県阿蘇市）

初期湛水地（掘り込み・用地買収方式）と
二次湛水地（地役権方式）を併用した例

大観峰からの小倉遊水地の鳥瞰

初期湛水地（掘り込み・用地買収方式） 初期湛水地と二次湛水地の間の仕切堤 二次湛水地（地役権方式） 周囲堤

※図中の点線は断面図の位置を示したものであり、
水の流れを示したものではありません。

参考資料１



【参考資料】 防災集団移転促進事業

※出典：国土交通省



3※出典：国土交通省

【参考事例】差し込み型防災集団移転の例（岩手県大船渡市）



【参考事例】災害危険区域の指定の例

※出典：大船渡市資料


